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小学校社会科授業における概念形成過程
一知識の「習得」「活用」を組み込んだ第４学年「岐阜県の伝統工芸品」の単元構成を事例として－
The Process of Concept Formation in Elementary Social Studies:
Ａ Case Study of Knowledge Acquisition and its Practical Use in the Teaching Unit fk〕「Grade 4 “Traditional Handicrafts in Gifu Prefecture”
Ｉ　問題の所在
本研究の目的は
，子どもが社会のしくみを見る
ための概念装置が形成されるまでの過程を
，筆者
の授業実践を通して明らかにすることである
。社
会科とは
，社会認識形成を一目標とする教科であ
る
。そのためには，目に見える社会事象に匚なぜ」
と問いかけ
，因果関係を示す説明的知識を蓄積し
ていく過程が不可欠である
。その中で，社会事象
を広く説明しうる
，社会のしくみが見える概念装
置（概念的知識）ができあがる
。
しかし
，現行の小学校社会科の授業は，学習課
題が追究的なものとなっておらず
，概念装置の形
成に至るものではない
。例えば，匚どのような」
という学習課題は
，調べた事実の暗記のみに終わ
る
。学習課題に厂なぜ～か。」というものが設定
されていても
，なかなか解決できない。課題をど
のようにして解決していくかという見通しや視点が全くない。その結果，子どもの追究意欲は失せ
ていく。
特に第４学年の内容厂地場産業のさかんな地域」
の授業では
，教科書や資料集（副読本）の学習課
題をそのまま取り上げて授業化している例も少な
くない
。た，体験を行って「感覚」で学習する
だけの授業や
，子どもたちにとって全く身近でな
いものを取り上げる授業もあるのが現状である
。
そこで
，上記の問題点を改善すべく，子どもが社
会事象に対して厂なぜ
」と問いかけ，調べる見通
しや視点をもって追究していく授業を具現化して
いきたい
。そし，授業を通して伝統工芸に関す
る概念装置の形成をはかりたいと考えた
。そのた
めの手がかりとして，匚習得」した知識を匚活用」
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しながら概念を探究
，形成する単元構成のあり方，
切実性のある学習課題の発見と確かさのともなう
予想や仮説の設定方法について考えていけばよい
のではないかと考えた。
ｎ　問題解決のためのストラテジー
本章では
，子どもの知識が概念的なものになる
ための手がかりとして
，次の２つについて論じる。
・　匚習得」した知識を匚活用」しながら概念を探
究
，形成する単元構成のおり方について
・切実性のある学習課題の発見と確かさのともな
う予想や仮説の設定方法
（1）概念形成のための知識の「習得」と「活用」
社会認識形成がはがられるためには
，「‾概念」
を探究する学習過程が欠かせない
。しかし，人間
はいきなり抽象的な概念を厂習得
」することはで
きない
。だからこそ，自分の経験世界と匚習得」
される知識をつなけ
，匚活用」しながら，概念を
厂探究
」し匚習得」していく。こういった学習過
程を設計する重要性については
，平成20年８月に
告示された小学校学習指導要領『小学校学習指導
要領解説　社会緇』（以下
，解説編）にも次のよ
うに謳われているi。
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児童生徒が社会的事象に関する基礎的・基本的な知識，
概念や技能を確実に習得し
，それらを活用する力や課題
を探究する力を身に付けていくために
，各学校段階の特
質に応じて
，習得すべき知識，概念や技能を明確にする
とともに
，各種の資料を効果的に活用し，社会的事象の
意味などを解釈したり事象の特色や事象間の関連を説明
したりするなどの言語活動を重視している。
とりわけ注目すべきは
，匚基礎的・基本的な知
識
，概念や技能を確実に習得し，それらを活用す
る力や課題を探究する力を身に付けていく
」とい
う文面である
。そこで，社会科の中で匚習得」お
よび「‾活用
」をどのようにとらえていけばよいの
かについて
，米田豊の論に依拠しながら，厂探究」
すべき匚概念」とのかかわりを明らかにしながら
論じる。
ア　社会科における「習得」
社会科における「習得」とは，応用できる，転
移する
，説明力の広い匚知識」の意味内容を豊か
に獲得することである‰子どもは
，「‾なぜ」と
いう学習課題を発見
・把握する。それを解決する
ために
，経験世界から学習した内容を総動員して
予想や仮説を設定し
，検証過程の中で資料から多
くの記述的知識や分析的知識を情報として抽出す
る
。そして，因果関係を確率的に高い形で確認し，
説明的知識を「‾習得
」，蓄積していく。この学習
を繰り返し経験し
，「‾習得」される説明的知識の
数が多くなればなるほど
，社会のしくみを見る
匚概念装置
」が精緻化されることになる。なお，
概念装置が組み立てられる過程は次のとおりであ
る。
①　子どもの経験世界と教師の提示する科学知と
の間に生じた矛盾から，学習課題匚なぜ～か」
を発見する。
②　学習課題に対する予想
・仮説の設定が，アブ
ダクションという仮説的推論によって起こる
。
③　予想から仮説を設定し
，資料によって検証す
る過程を経て
，説明的知識を匚習得」する。こ
の学習過程を繰り返しする中でいくつかの説明
的知識を蓄積する。
④　いく
っかの説明的知識を蓄積したのち，帰納
的推論によって
，蓄積した知識から共通項を判
断して抽出する
。これにより，知識が概念化し，
社会のしくみを見るための概念装置が形成され
る。
⑤　説明的知識をさらに匚習得」することによっ
て，概念装置が再構成され，精緻化されるＯ
組み立てられた概念装置をもって物事を見る際
には
，演繹法による思考である演繹的推論がなさ
れる
。演繹法とは，ある前提となる命題Ａが真
ならば
，命題Ａに内包される命題Ｂの結論も真
として導き出す論理の展開である
。
例えば
，概念装置中に匚重工業は原材料の輸
入に便利な海沿いで発達する
。」という命題Ａが
真として前提にあるとする
。観察される社会事象
の命題Ｂ厂倉敷市では
，石油化学工業が発達して
いる
。」は，先の命題Ａに内包されるため，匚倉
敷市で石油化学工業が盛んな理由は
，石油の輸入
に便利な海沿いだからである。］と説明すること
ができる。
以上のことから
，単元の中に，子どもが納得を
ともなうかたちで説明力のある広い知識を「‾習得」し，蓄積する場面を設ければよいことがわかる。
イ　社会科における「活用
」
社会科における匚活用」とは，匚探究」に必要
な知識を選択して厂習得」し，活かすことである‰匚活用」には，以下の２つの条件が必要で
ある。
?
?
「‾活用
」の場が存在すること
前段階に説明的知識の「‾習得
」，もしくは，
学習を経験する中で組み立ててきた概念装置が
あること
この二条件が揃ってこそ
，匚活用」は成立する。
匚習得］という経験や
，匚習得」した内容を匚活用」
する場なくして
，匚活用」が機能することはあり
えない
。機能してこそ，社会事象から「‾なぜ」と
いう学習課題を発見
・把握して，予想・仮説の設
定を可能にする
。そこで，「‾習得」した説明的知
識や
，その蓄積によって組み立てられた概念装置
が活用される
。これが，匚…なのは，～だからで
はないか
」という予想・仮説の設定を可能にする
とともに
，学習内容や検証方法（どんな資料を用
いて予想
・仮説を検証するか）を見通すことがで
きる。子どもは次のステップである仮説の検証を
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行うことができるわけである
。このことについて，
ブルーナー (J. S. Bruner)は次のように述べて
（略）ある分野で基本的諸観念を習得するということ
は
，ただ一般的原理を把握するということだけではなく，
学習と研究のための態度
，推量と予測を育てていくため
の態度
，自分自身で問題を解決する可能性にむかう態度
などを発達させることと関係があるということである。
学習課題の発見
，および，予想・仮説の設定は，
匚習得
」した知識の内容が豊かなこと，すなわち，
より精度の高い概念装置を持っていることが大切
である
。これによって，追究の必然性のある学習
課題
，さらには，より正しさの確率が高い予想や
仮説を設定することができる
。
以上のことから
，１単元の中に，匚習得」した
説明力のある広い知識が
，後に厂活用」できる場
を設ければよいことがわかる。
ウ　社会科における「探究
」する概念
概念とは
，匚なぜ～か」に対する説明をするこ
とができる社会の法則であり
，教室の中だけでな
く社会に出ても活用可能な
一般的な知識である。
例えば
，匚たまねぎの値段が高騰したのはどうし
てか
」という疑問は，概念である匚需要量と供給
量の関係」を習得していれば
，それを活用して説
明することができる。
概念は
，因果関係を示す説明的知識を「‾習得」
し
，蓄積していく過程が欠かせない。そして，
「‾習得」された匚説明的知識」は，新たな社会事
象を探究する際に
，予想や仮説の設定に匚活用」
される
。この学習の繰り返しを積み重ねることに
よって
，社会のしくみを広く説明しうる匚概念」
を探究していく
。このことは，社会のしくみを見
るための匚概念装置
」を形成，精緻化していくこ
とに他ならない≒つまり
，社会科では，学習活
動全体が「‾探究」とな，その中に，「‾習得」，
「‾活用」の段階が位置づけられる％このことを【図１】に示す。
（2）学習課題の発見と予想
・仮説の設定
匚活用の場
」で知識を匚活用」するためには，
子どもが説明的知識を厂習得」していることが大
前提にあることは先に述べた
。そのためには，
匚なぜ疑問
」を設定し，追究することが必要とな
る
。そこで，学習課題の発見とそれを解決するた
めの予想・仮説の設定方法の２点について論じる。
ア　切実性のある学習課題「なぜ
」の発見・把握
学習課題の成立条件として
，岩田一彦は匚子ど
もの体験
・経験情報」 匚科学の構造から抽出さ
れた概念や法則にたどり着くための課題・問題の
体系
」の双方の結びつきが必要である」としてい
る九また
，吉水裕也は，匚なぜ～か」という形
式の疑問詞は
，子どもが体験知として持っている
こと（現状）と
，学校で新たに与えられる科学知
（理想）とのギャップを認識したときに発見・把
握されるとしている气
子どもが教師から提示されたある社会事象に遭
遇した際
，自分の経験（生活経験，学習経験）を
もとに
，社会事象が何でどういう状態のものなの
かという事実を即座に解釈する
。解釈とは，匚①
自分の学習経験をもとに社会事象から情報（何か
，
どのような状態なのか）を引き出すこと
，②引き
出した情報がなぜその状態になっているのかにつ
いて
，原因と結果の関係を説明しようとすること」
の２段階によって成り立つ‰そして
，自分の経
験を厂基準（常識）」に，社会事象と比較する。そこで，あまりにも差異（ギャップ）や矛盾が生
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じる場合には「なぜそのような違いが生じるのか」
という
，子どもにとって切実学習課題が生じる
ことになる
。その状態になるのは，次に示すＬ.
フェスティンガー（Ｌｅｏｎ Festinger)の認知的不
協和理論からも明らかである气
新しい事象が起こり
，また，新しい情報が知らされる
と
，既存の知識，意見，または行動に関する認知のそれ
らの間に，少なくとも一時的な不協和が生まれることが
ある。
その際
，人は矛盾によって生じた不協和を低減
しようという心理的な働きが生まれるのだという
。
つまり
，これは匚なぜ」という学習課題を発見し，
解決しようという動機付けが行われていることに
なる
。だからこそ，授業の中心となる学習課題を
匚なぜ」型の学習課題としていく。
イ　学習課題解決の見通しを持つための予想・仮
説の設定
匚なぜ～か。」という学習課題に対して，いき
なり説明をすることは困難である
。なぜなら，結
果に対する原因は不可視なもので
，なおかつ不特
定多数存在するからである
。そこで，おおよその
見当として予想
，仮説を設定することになる。こ
れにより
，何について，どんな資料を用いて検証
するべきか
，学習の見通しがある程度持てる。
匚結果が起こるのは
，…が原因になっているか
らである
」の匚…」に何を当てはめれば最も妥当
性かを考えるのが予想
・仮説の設定である。匚…」
にあてはまる言葉は
，自分が学習や生活の中で体
験して言語化したもの（経験内容）が当てはめら
れる
。このことから，学習課題に対する予想や仮
説の設定には匚経験
」が鍵となることがわかる。
経験とは
，自分の五感を働かせて，実際に見たり，
聞いたり
，行ったりすること（体験）によって言
語化（昇華）された知識や技能のことである％
体験によって得られた情報は
，それが持つ意味や
内容が非常に豊かな点で
，予想や仮説の設定に有
効に働く
。まさに「‾論理的思考力の基礎」である。
だからこそ
，逆に経験世界の小さな子どもは予想
や仮説を設定することが難しいことを意味する％
予想や仮説を設定するためには
，次の３つの条
件が満たされなければならない。
①　子どもが結果として存在する社会事象に出く
わし
，自身の既有認識との差異や矛盾から厂な
ぜ
疑問」を抱くこと
②　子どもが探究する社会事象に関連する匚経験」
を有していること
③　匚子どもの経験
」が，学習課題から出た仮説
としての命題「‾結果が起こるのはご
‥が原因に
なっているからである」の「…」に最も妥当な
かたちで該当すること
(1卜(2)までに示したことを
，次頁の【図皿】に
示し，単元構成の流れを示す。
Ⅲ　「習得」した知識を「活用」して概念装置が
形成される社会科授業
（1）単元の流れと授業モデル
先のＨで論じたことをもとに
，単元の中に，説
明力のある広い知識を匚習得
」し，それを後に
「‾活用」できる場を設けた単元構成にしていく。
また
，単元構成が同心円状になるように配列し，
概念装置が形成されることを目指す
。単元の流れ
は次に示すとおりである。
第１次
第２次第３次
美濃焼づくりのひみつ（８時間）
美濃和紙づくりのひみつ（４時間）岐阜県の伝統工芸品（１時間）
同心円的拡大法とは
，身近なものから学習をは
じめ
，知識を習得していくにしたがってより遠く
へ向かうものである
。子どもは，自分にとって地
理的にも心理的にも身近なものならば
，興味や関
心を持って追究するはずである。
例えば
，今回授業化したいのは，岐阜県の伝統
工芸品である
。現在，岐阜県で伝統工芸品として
指定されているのは
，美濃焼（多治見市，土岐市），
美濃和紙（美濃市）
，飛騨春慶（飛騨市），一位一
刀彫（高山市
，飛騨市），岐阜提灯（岐阜市）の
５品目である黠これらは
，いずれも身近にとれ
る質の高い「原材料」と，工芸師が継承してきた
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①子どもの経験世界の萌黄成
＞
②説明的知識の蓄積
，および共通項が
抽出されることによる知識の概念
化
推理(今までに｢習得｣した知識を選択
に『活用』)
予想･仮説の設定「～の原因は，…によるも,のではないか。」
SSltの『習得』｢～の原因は，…である｡｣ 経験世界へ
(精緻化)
①子どもの経験L止界のさらなる再構成
②説明的知識のさらなる甞脱および共通項が抽出されることによる知識のさらなる概念化
卜 より新しい概念装置の形成
(さらなる精緻化)
【図ｎ】「習得」した知識を「活用」して概念を厂探究」する単元構成モデル
匚技術
」により，価値ある工芸品に仕立てられる
点てどれも共通している
。そのため，地元（今回
の場合
，可児市）近辺に典型的事例があるならば，
美濃焼を扱った方が，子どもにとって身近であり，
-
??????「
?
?
」
??????「
?
?
」?
?????????「
?
?
」?
??
追究に切実性が生まれる
。だからこそ，匚近くか
ら遠くへ」という同心円拡大の単元構成の流れに
していく。
また，美濃焼，美濃和紙と順に二つの工芸品を
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扱うことで
，子どもが伝統工芸品の概念を「‾探究」
する過程の中で
，匚習得」した知識の「‾活用」し，
知識の概念化をはかる
。つまり，伝統工芸品が各
地でさかんにつくられているのは
，匚近くで良質
な原材料が調達できること
」に加え，それを加工
する匚すぐれた技が代々継承されていること」に
気付かせる流れである。
以上の考えのもとづき
，説明的知識を「習得」
する場面
，「習得」した説明的知識を「活用」し
蓄積していく場面
，概念装置を形成する場面を，
指導案の形で以下に示す。
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なお，上に示した単元の授業仮説は次のとおり
である。
〔授業仮説①〕
第１次における説明的知識を具体的な形で匚習
得
」しているならば，それを第２次で匚活用」す
ることによって
，課題解決の見通しを持たせる予
想や仮説を設定することができる。
〔授業仮説②〕
第１次
，第２次で説明的知識を蓄積し，その共
通点を見出すことによって
，子どもに伝統工芸に
関する概念装置を形成させ探究させる
。また，そ
れを活用すれば，他の事象について説明すること
ができる。
（2）社会科授業実践の実際と分析
単元匚岐阜県の伝統工芸品」の実践内容につい
て
，第１次匚佐藤さんの美濃焼づくり（第７時）」，
第２次匚美濃市の美濃和紙づくり（第３時）」，第
３次　岐阜県の伝統工芸品のまとめ（第１時）の３つに分けて示す。
ア　第１次第７時　土岐市や多治見市に美濃焼づ
くりをする人が多い理由
「‾（他の地域には美濃焼づくりをしている人が
いないのに）
，なぜ多治見市や土岐市には美濃焼
づくりをしている人が集中しているのだろう
。」
という課題設定をし
，追究活動を行った。
予想や仮説の設定については
，次頁に示す〔授
業記録１〕からもわかるように
，Ｃ６やＣ７が体
験で学んだことをもとに予想を発表している点
（ゴシックで示す）には注目したい
。単元構成の
内容に体験を取り入れた成果が生きているものと
判断することができる
。しかし，粘土に関する予
想がなかなか出てこなかった
。これについては，
教室の側面に掲示した資料を見て
，学習内容を振
り返る時間をとることで
，Ｃ９やC10の発言（ゴ
シックで示す）でようやく出てきた
。ここでも学
習総験が生きていることは考察できる
。
検証の段階では
，予想にもとづく資料を用いて，
個人および全体での追究活動を行った
。自分たち
が立てた予想がどうなのか
，見通しを持った資料
による検証ができた。
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イ　第２次第３時　美濃市で美濃和紙がつくられ
る理由
ここでは
，第１次第７時に匚習得」した知識を
「‾活用
」して，学習課題に対する予想や仮説を設
定できることがねらいの一つにあった。つまり，
本時は
，匚活用の場」ということになる。
まず
，岐阜県で手すき和紙づくりをしているの
は
，飛騨市河合村と美濃市しかないことを知る。
その上で
，河合村と美濃市における手すき和紙人
囗を比較すると
，美濃市のほうが断然多いことが
わかる
。そこで，学習課題匚どうして美濃和紙づ
くりをする人は
，美濃市に多いのだろう。」とい
う学習課題を設定した。
授業の中では
，〔授業記録２〕からもわかるよ
うに
，学習課題に対して予想や仮説を設定する段
階では
，原料であるこうぞ，さらには技があるか
らではないか
，という考えがスムーズな形で多く
出た
。美濃和紙のつくられ方のＤＶＤを見て，き
れいな川があるからという意見も出た
。 C2の発
言（ゴシックで示す）に見られるように
，匚美濃
焼のときと同じで
」という言葉に象徴されるよう
に
，「‾習得」した知識がうまく　匚活用」して表現
することができている。
また
，下の【表１】の太枠線内からわかるよう
に
，子どものノートでも，匚原料」匚技術・師匠」
「‾きれいな川
」に関する予想の記述が多く見られ
た
。24名の子どもは，正しさが高い確率で課題に
対する予想や仮説を設定できたと考察できる
。中
には
，記述の冒頭に「‾美濃焼で学習したことと同
じように
」という表現が４名見られ，美濃焼の学
習が意識されていること「知識の匚活用」をして
いること）がわかる。
【表１】　予想の記述の分類と人数の内訳
一方で，匚その他」，匚記述なし」が４名いた。
先の美濃焼の学習（知識の匚習得
コが納得をと
もなうかたちで十分に定着していなかったものと
考えられる
。立派な美濃焼がっくられるめに大
切なものについて十分に考えさせたり
，一緒に考
えたりするなどの手立てを打っていく必要がある
。
授業は
，予想にもとづく資料を手がかりに，予想
を検証することができた
。読み取った内容を美濃
焼の学習の時より
，ミクロな視点で書き込む子ど
もの姿があった
。最終的にねらいである新たな説
明的知識の匚習得」をはかることができた。
第３次　岐阜県の伝統工芸品のまとめ（１時間）
この時間のねらいは
，岐阜県の伝統工芸品のど
れもが
，原材料を用いて，受けつがれてきた技を
用いてつくられていることがわかることである
。
これは社会事象の
一般性を示す概念である。
授業では
，美濃焼と美濃和紙で，つくる人が岐
阜県の一部に集中していた理由を確認した。そし
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て
，双方に共通していることを考えてワークシー
トにまとめ
，交流した。子どもの言葉では，匚近
くで原料が取れること
」，匚昔から技が受けつがれ
ていること
」が出てきた。【表２】の太枠線内か
らもわかるように
，多くの子どもが伝統工芸品の
特徴を抽出することができている。
【表２】　共通点における記述の分類と人数の内訳
一方で「その他」，匚記述なし」が３名いた。や
はり
，先にも示したように，伝統工芸品に関する
知識の定着（習得）が不十分だったものと考えら
れる
。これらの子どもたちが目標に到達できるよ
うな新たな手立てを考えていかねばならない
。
最後に
，一位一刀彫，岐阜提灯，飛騨春慶の写
真を見せ
，これらが岐阜県の各地でさかんにつく
られてきた理由を考える時間を設けた
。すると，
例えば
一位一刀彫ならば，それが木でできている
ことを写真から読み取り
，匚いい木がとれるから」，
匚それをつくるための技があるから」という考え
が出た
。知識が概念化したからこそ，各伝統工芸
品がその地でさかんにつくられている理由を説明
できたのである。
IV　成果と課題
本研究では
，社会を見る目ともいえる概念装置
が形成されるまで（概念を匚探究）するまで）の
過程について
，「習得」と活用」とのかかわり
から明らかにし
，授業を実践した。「‾習得」とは，
説明力の広い転移可能な知識を意味内容が豊かな
かたちで獲得することであった
。また，匚活用」
とは
，先の匚習得」したいくつかの知識から，課
題解決のために選択して用いるものであった
。こ
の匚習得」と厂活用」を繰り返しながら，説明的知識を蓄積することで概念装置が形成されるとい
うのが本研究の趣旨である
。これらの理論にもと
づく実践の成果と課題について
，「Ⅲの（１）」で
示した〔授業仮説①
・②〕と照合してそれぞれ示
す。また，最後に双方ともに共通している課題に
ついて示す。
（扛〔授業仮説①〕について
①　成果
第２次第３時の厂活用の場」では，子どもの学
習課題に対する予想や仮設の記述内容や数が様々
であった
。このことから，今までの社会科授業で
匚習得」してきた多くの知識の中から，学習課題
に対して最も適当と思われる知識を選択して匚活
用
」 いることがわかった。多くの子どもが学
習課題に対する予想や仮説を正しさの確率として
高い形で設定することができた
。妥当な予想や仮
説の設定は
，子どもに学習の見通しを持たせるこ
とにもつながった。
②　課題
検証方法に関連して
，第１次第７時の美濃焼の
学習の段階で何人の子どもが
，本時の目標に到達
していたのかを明確にしておきたい
。それを基準
にする形で
，第２次第３時の美濃和紙の学習の段
階で
，どれぐらいの子どもが妥当な予想や仮説を
設定することができたのか比較検討すると
，本研
究の実証性がより高まることになる。
（2八授業仮説②）について
①　成果
第１次
，第２次で説明的知識を蓄積し，その共
通点を見出し
，子どもの中に伝統工芸品に関する
概念装置を形成することができた
。また，それを
用いて，他の一位一刀彫などの社会事象を説明することができた。
②　課題
社会科の学習が教室の中だけで閉ざされてしま
う点が課題である
。教師が提示したものを説明さ
せて終わるのではなく
，子どもが組み立てた厂概
念装置
」を持って，自分で実社会の事象を説明す
ることができてこそ，生きて働く力が身に付く。
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（3）共通課題
研究全体に関連して
，今回は第４学年の子ども
を対象に「‾岐阜県の伝統工芸品」の授業を実践し
た
。取り上げた事例のように，地場産業がさかん
な理由は匚良質な原材料の調達に有利なこと
」や
「‾技の継承」に限ったもだけではないだろう。
いくっかの伝統工芸品を追究する中で，支配者の
保護や奨励
，流通，といったものも出てくる。こ
れにより
，子どもの経験世界が再構成され，概念
装晨も精緻化されたものになる
。今後は，いくつ
か授業モデルを作成し，検証していく。
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